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▼第３回秋田市ポートタワー再生プラン策定委員会を開催しました。H19.12.20 秋田市ﾎﾟｰﾄﾀﾜｰ ｲﾍﾞﾝﾄﾎｰﾙ（2 階） 
策定委員会の名称について、「秋田市ポートタ

ワー再生プラン策定委員会」から「みなとオア

シスあきたにぎわいプラン策定委員会」に変更

しました。また、セリオン周辺地域における客

層の設定を行い、どのような客層を対象にして、

どのようなサービスを提供するのか（必要な機

能）について素案をもとに議論が行われたほか、

必要と考えられる機能の施設規模の検討や、セ

リオン周辺地域におけるゾーニング及び施設内

配置計画等も検討が行われ、活発な議論が展開

されました。 

▼セリオン周辺地域における客層の設定（案） 

検討の結果、セリオンの利用客層の実態を把

握し、再度内容を精査することになりました。 

 
▼セリオン周辺地域における配置方針（案）比較表  

セリオン 屋外 既存施設名 

 

 

案等 １Ｆ ２Ｆ 

セリオンタワー プラザ 
セリオンと 

リスタ間の通路 
イベント広場 その他動線等 

各案 

共通項目 

○営業時間の統一 

○イベント機能 

（センターホール） 

 

○子供の遊び場 

○ゲームコーナー 

○ボートシアター 

○イベントホール 

○回廊スペース 

（休憩、展示、通路） 

○ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの使用

方法の再検討 

○集会所及び休憩

機能 

○ｲﾍﾞﾝﾄ・ｽﾎﾟｰﾂ機

能 

  

○モニュメント設

置 

○フェリーターミ

ナル及びベイパ

ラダイスへの自

転車歩行者道の

整備 

○親水空間の有効

活用（船着場と

しての利用） 

○観光遊覧船の運

航 

A案 

機能 

集約型 

○飲食店舗 

○カフェテラス 

○物販店舗 

○道の駅機能（ト

イレ、休憩、情

報提供）24時間

対応 

○事務室 

○道の駅機能の隣

接に伴うタワー

の独立化。タワ

ー部分だけでの

営業時間を設定

可能に。 

 

○展望室 

○レストラン 

 

○地域情報発信機

能 

○農水産物直売施

設 

○駐車場 

○イベント広場 

○大型車誘導看板

○臨港道路側出入口

拡大（出口２車線

化） 

B案 

物販機能 

特化型 

○物販店舗を通過

するように客動

線を設定 

 

○飲食店舗 

○物販店舗 

○道の駅機能（休

憩、情報端末）

24時間対応 

○事務室 

○道の駅機能の隣

接に伴うタワー

の独立化。タワ

ー部分だけでの

営業時間を設定

可能に。 

○展望室 

○レストラン 

○道の駅機能（ト

イレ）24時間対

応 

 ○イベント機能 

○大型車誘導看板

○臨港道路側出入口

拡大（出口２車線

化） 

C案 

機能 

分担型 

○飲食店舗 

○カフェテラス 

○物販店舗 

○事務室 

 

○展望室 

○喫茶店 

○ラウンジ 

○道の駅機能（ト

イレ、休憩、情

報提供）24時間

対応 

○地域情報発信機

能 

○農水産物直売施

設 

○駐車場 

○イベント広場 

 

○臨港道路側出入口

拡大（大型バス対

応） 

 



 

▼第３回委員会で討議された内容・意見       H19.10.30 秋田市ﾎﾟｰﾄﾀﾜｰ ｲﾍﾞﾝﾄﾎｰﾙ（2 階） 
 
 ▼第 3 回委員会のようす
主な協議内容 

・「みなとオアシスあきたにぎわいプラン」の検討資料について 
 
「みなとオアシスあきたにぎわいプラン」に対する意見 

◆誘客ターゲット層の設定について 
・誘客ターゲット層を施設毎に整理しているが、ここでベイパラダイス
を対象外にすることは難しいと思う。ベイパラダイスを併せて規模の
検討も含め、ターゲット層を設定すべきではないか。 
・ベイパラダイスを含めて検討をして欲しい。セリオンとベイパラダイ
スに同様な施設機能を持たせて来訪者の取り合いをしては、プラン策
定の意味がなくなってしまう。 
・現状の把握という意味で、データを得る必要があるのではないか。ア
ンケート調査を実施するとのことなので、これを踏まえて再度整理を
して欲しい。 
・人が来ない時期の原因究明とサービスを継続して提供することが必要
ではないか。 
 
 
 

◆施設規模の検討について 
・ベイパラダイスとの機能分担を整理した上で、規模を決定したほうがよいのではないか。 
・規模検討のベースが駐車台数から始まっているが、利用客数の想定はどうしたのか。利用客数の設定根拠資料を
追加したほうがよいのではないか。 
・誘客するために施設を改良するのは悪くないが、その前にイベント等の活性化や条例の変更などによる営業時間
等の緩和など、できることがあるのではないか。 
 
◆土地利用について 
・イベントの利用しやすさを考慮すると、海側にイベント広場があった方がよいと思う。大きな音を出すようなイ
ベントになると、街に近い場所でやってしまうと住民から苦情が寄せられる場合が多い。 
 
◆タワーの使い方について 
・展望室を５階におくことが妥当かどうか。無料の展望室が最上階で、有料の飲食店が４階というのは、客からみ
ると妥当ではないのではないか。 
・100m の展望を武器に誘客をするのであれば、最上階におくことが望ましいのではないか。 
・利用客へのアンケート調査結果をもとに、どうするかを再度議論すべきではないか。 
 
◆取り組み時期について 
・取り組み時期については、前回素案で提示されたが、具体的な議論はまだなされていない。具体的な議論をする
際には、臨港道路 13 号線を超長期の検討課題として載せて欲しい。 

 

 

 

▼今後の予定・お問い合わせなど 
 

 当委員会では、地域の皆さんのお考えを十分に反映しながら、今後も検討を進めていく考えです。次回以降も委

員会毎にニュースペーパーを発行し、お知らせします。 

 委員会はどなたでもご自由に広聴できますので、是非

ご参加ください。開催予定は HP でご案内します。 

URL ： http://www.city.akita.akita.jp/city/in/hb/default.htm

 第４回 委員会（1月 28 日開催予定） 

施策や取り組み内容及び年次計画について確認します。  

 

 

 

 

 

 

ご意見・お問い合わせは下記までお願いします。

秋田市役所 商工部 港湾貿易振興課 

〒010-8560 秋田市山王一丁目１－１ 

TEL：018-866-2164 FAX：018-863-8997 

E-mail：ro-inhb@city.akita.akita.jp 

第５回 委員会（2月開催予定） 

再生の持続性に向けた効果検証システムについて確認し、 

秋田市ポートタワー再生プランの案を確認します。 


